
～　テクノレポート　～　　　　　　　　　    　　　　　　　  　　　　Ｎo.　７９
　空気圧縮機のドレン水には機械潤滑油が含まれており、その濃度は法規制値（５mg／ℓ ：濃度は自治体によって異

なります）を上回っていますので、油分除去の処理が必要です。この処理方法には、フィルタ式、吸着剤式、マイクロ

バブルによる油水分離方式等、各機器メーカーが特色あるドレン水処理装置を提供していますので、これを導入する

ことで、環境への悪影響を予防することが出来ます。今回は、当社が計画から施工までを担わせて頂きました事例を

使って、その概要を紹介します。処理方法は、『マイクロバブルによる油水分離方式』です。
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『空気圧縮機ドレン処理』の事例紹介

[年間 355日で1日24時間稼動]

ドレン配管事例
ドレン処理装置

処理前処理後

ドレンタンク

ドレン配管

空気圧縮機
空気槽

ドレン処理装置

ドレンタンク

エアドライヤー

空気槽

エアフィルター

空気圧縮機

ドレン処理装置施工例

処理水出口油分濃度
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